












































































































































































































































































































































































































































































































































分布型 平　均 標準偏差 平　均 95％信頼区間
? ベータ 0，356 0．02 0．3735 ［0，35860，3862］?
ベータ 0，993 α002 0．9889 ［0．98670．9909コ
? 正　　規 0．0085 0，003 0．0108 ［0．00970．0118］
ηz＊ 正　　規 1．0002 0，007 1．0177 ［1．01581．0201］
? ベータ 0，129 0，223 0．8269 ［0．76940．8762］?
べ一タ 0．65 0．05 0．6387 ［0．57850．7209］?
ベータ 0．01 0．0005 0．0126 ［0．00870．Ol55］
σ員 逆ガンマ 0．035449 inf 0．0195 ［0．Ol650．Ol95］




















平　均 95％信頼区間 平　均 95％信頼1区間
α 0．3263 ［0．32170．3336］0．3623 ［0．33450．3862］?
0．9941 ［0．99340．9945］0．9879 ［0．98500．9911］
? 0．0171 ［0．01560．0180］0．0059 ［0．00430．0072］
窺＊ 1．0364 ［1．03501．0387］LO123 ［1．0068LO169］




　2ﾐノ1 0．0191 ［0．Ol720．0209］0．Oll6 ［0．01020．0129］
　2ﾐM 0．0168 ［0．01480．Ol85］0，004 ［0．00340．0044］
おわりに
　ミクロ経済学的基礎を持ち，かつニュー・ケィンジアン的な要素を取り入
れることのできるDSGEモデルは，現実の経済政策の効果を理論的に検証
するために用いられている。しかしDSGEモデルは政策効果の分析のみな
らず，ベイズ統計学と結びつくことでいわゆるディープ・パラメータの推定
にも用いることが可能となり，経済学の実証分析に強力なツールをもたらし
たともいえる。
　ベイズ統計学は，伝統的な統計学に慣れた者の視点からはやや難しく感じ
られ，また計量経済学の汎用ソフトにはMCMC法等のメニューがほとんど
ないことから実証分析への敷居が高いことも事実である。近年では大森・和
合（2005）などの先駆例も増えてきたものの，わが国で多くの研究例がある
とは言い難い。
　こうした点からすると，Dynareの使用はDSGEモデルの構築とベイズ
推定の双方を可能にするという意味で非常に有用なソフトでもある。本稿の
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目的は，CIA制約を持つ特殊なモデルであるものの，　DSGEモデルとベイ
ズ推定の有用さを示すことにあった。先行研究に依拠しない独創的なモデル
の開発など多くの課題は残るものの，一定の目的を果たせたと考える。
補論lDynareとその使用法について
　本稿で使用したDynareを紹介した先行文献としては，わが国では矢野
（2008）などがあるが，まだ広く知られているわけではない。この補論では，
Dynareの概要と簡単な使用法を述べた後，　Hansen（1985）をもとにした
簡便なモデルでその適用例を紹介する。
補．l　Dynareとは何か？
　DynareはフランスにあるCEPREMAP（CEntre　Pour　la　Recherche
EconoMique　et　ses　APplications（Center　for　economic　research　and　its
applications））というリサーチセンターのプロジェクトとして，数人の経
済学者により共同開発されたパッケージ・ソフトであり，DSGEモデルを
解くたあのツールとして利用されている。
　DynareはDSGEモデルによる定常状態の値を計算するとともに，　Sto－
chasticなモデルであれば，外部からのショックに対するインパルス応答な
どのシミュレーションも行える。さらに，パラメータ推定のためのMCMC
法などのプログラムも備えている。
　Dynareは一般には単体では使用しない。　MATLABにある組込関数など
を利用するため，MATLABやOctaveといった数値計算ソフトと組み合わ
せて使用する（Scilabは利用できない）。　MATLABを使用する場合，読み
込むファイルはmファイルではなく，Dynare独自のmodファイルである。
Dynareの利用によってDSGEモデルの扱いは容易になるが，しかし他の
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計算ソフトを“借りて”使用するので，DynareのみならずMATLABなど
の数値計算ソフトも併せてその使用法に慣れる必要がある。
補．2Dynareの実行
　（1）modファイルの作成方法
　Dynareが読み込むmodファイルはMATLABのmファイルとは異なる。
modファイルの作成では，　MATLABのmファイル作成用エディタにプロ
グラムを直接書き込み，これに「mod」という拡張子をつけて保存する。
「．mod」をつけないと通常のmファイルとして保存されてしまうので注意
する必要がある。
　（2）modファイルの保存
　mファイルと同様に，MATLABで読み出すためのディレクトリ（カレ
ント・ディレクトリ）を定める必要がある。MATLABでは通常，　mファ
イルは「c：￥matlab￥work」に置かれるが，必要があれば新たなディレク
トリを指定する必要がある。
　（3）Dynareの実行方法
MATLABのCommand　Windowに，プログラムを記述したmodファ
イルを指定して，「dynare　ファイル名．mod」と入力し，リターンを押し
てDunareを実行する。
補．3　Dynareの適用例
　本論ではDynareを用いてディープ・パラメータの推定を行ったが，
Hansen（1985）のRBCモデルを対象に定常状態の値やインパルス応答を計
算するためのプログラムを紹介する（14）。
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　（1＞モデルの設定
　Hansen（1985）では，以下のような最適化問題を解く。cは消費，　hは労
働投入量，kは資本ストック，　yはGDP，　iは投資，またβは時間選好率，
λは技術進歩，εは技術進歩を表す推移方程式の撹乱項（確率ショック）で
ある。
　　　　　　　　　　　　　　　　 maxΣβt［ln　Ct＋、41n（1－h，）］
　　　　　　　　　　　　t＝O
　　　　　　　　　　s．t．
　　　　　　　　　　　λ、廠｝一θ一Ct＋i，　＝　gt
　　　　　　　　　　　　　λ‘＋1＝γλt十εt＋1
　　　　　　　　　　　　　k‘＋1＝（1一δ）k，＋i“
　Bellman方程式は以下のとおりである。
　　　V（k‘，A，）；max［ln　Ct＋A　ln（1－h，）＋βE‘［V（kt÷1，λ，＋1）1λt］］
　　　　　　　　Cti　h，
　Bellman方程式を用いて1階の条件を導くと，次の6本の方程式体系が
得られる。なお，以下は集計値を対象とするので大文字で表記する。なおr
は利子率である。
　　　　　　　1一β瓦［妾（r・＋1＋（1－・））］
（1－H，）（1一θ）1一κ、
　　　　　　　q＝｝7＋（1一δ）瓦一瓦＋1
　　　　　　　】i“＝λ∫K！θH，1一θ
・一
λ‘＋1＝γλt十εt＋1
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　（2）Dynareの．modファイル
　Dynareを利用するためのmodファイルのプログラムを示す。なお，太
字がプログラム，／／はコメント行である。
／／Hansen’s　RBC　model
varckyrlab4；
／／内生変数（コマンドはvar）はc，　k，　y，　r，　lab，　zの6つ。なお，　labはh，　z
はλを意味する。
varexo　e；
／／外生的ショック（コマンドはvarexo）は技術進歩zのショックであるε。
これをeで示す。
parameters　bet　del　the　alp　gam　zst；
／／パラメータ（コマンドはparameters）はβ，δ，θ，　A，γとzst。　zstはzの
steady　stateの値として設定する。
／／以下はパラメータの設定である。
bet＝0．99；del＝0．025；the＝0．36；alp＝1．72；gam＝0，95；　zst＝1；
model；
1／c＝bet＊（r（十1）十1－del）／c（十1）；
（1－lab）＊（1－the）＊y／lab＝alp＊c；
c＝y十（1－del）＊k（－1）－k；
y＝exp（z）＊k（－1）＾the＊lab＾（1－the）；
r＝the＊y／k（－1）；
z＝gam＊z（－1）十e；
end；
’／／初期値を設定する。
initval；
k＝10；　c・＝＝1．5；　y＝2．0；　lab＝0．33；　r＝0．03；　z＝1；　e＝0；
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end；
／／外生的ショックを定める（’5＞。
shocks；
var　e；
stderr　O．0029；
end；
／／定常状態の計算を行う。コマンドはsteady。
steady；
／／1000期間のシミュレーションを行い，これに基づいて40期間のインパ
ルス応答関数を計算する。
stoch＿simul（dr＿algo＝O，periods＝1000，irf＝40）；
dynasave（simudata）；
／／シミュレートされた変数はsimudatamファイルに保存される。
　（3）計算結果
　定常状態の値は以下のとおりであった。
　　　　　　？肖費c：0．918594
　　資本ストックk：12．6698
　　　　　GDP　y：1．23534
　　　　　利子率r：0．035101
　　労働投入量lab：0．333509
　図補1はインパルス応答関数の結果である。
補論2本論のDynareプログラム
　本論で用いたCIA制約を持つモデルの設定とディープ・パラメータ推定
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　　　XIO－3　　　　c　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k
　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．02
　　　×10－3y　　×10－4　r　 6　　　　　　　　　　　　　　　　　 　2
　　　4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
　　　2
　　　　　　10　　　　20　　　　30　　　　40　　　　　　　　　　　　10　　　　20　　　　30　　　　　40
　　　×10－4　　　　　1ab　　　　　　　　　　　　　　　　　×10－3　　　　　　z
　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
　　　　　　　　図補lHansen（1985）モデルのインパルス応答
のためのDynareプログラムは以下のとおりである。
　1）　変数とパラメータの設定
　varmPceWRkdnlY＿obsP＿obsydA；／／内生変数の記述（14
変数）
　varexo　e＿a　e＿m；／／外生変数の記述，ここでは技術と貨幣供給のショッ
?
　parameters　alp　bet　gam　mst　rho　psi　del；／／パラメータの宣言（7
つのパラメータ）
　2）　モデルの設定
　model；
　dA＝exp（gam十e＿a）；
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　log（m）＝（1－rho）＊10g（mst）十rho＊log（m（－1））十e＿m；
　－P／（c（十1）＊P（十1）＊m）十bet＊P（十1）＊（alp＊exp（－alp＊（gam十log
（e（十1））））＊k＾（alp－1）＊n（十1）＾（1－alp）十（1－del）＊exp（一（gam十log（e
（十1）））））／（c（十2）＊P（十2）＊m（十1））＝0；
　W＝1／n；
　一（psi／（1－psi））＊（c＊P／（1－n））十1／n＝0；
　R＝P＊（1－alp）＊exp（一　alp＊（gam十e＿a））＊k（－1）＾alp＊n＾（－alp）／W；
　1／（c＊P）－bet＊P＊（1－alp）＊exp（－alp＊（gam十e＿a））＊k（－1）＾alp＊n＾（1－
alp）／（m＊1＊c（十1）＊P（十1））＝0；
　c十k＝exp（－alp＊（gam十e＿a））＊k（－1）＾alp＊n＾（1－alp）十（1－del）＊exp（一
（gam十e＿a））＊k（－1）；
　P＊c＝m；
　m－1十d＝1；
　e＝exp（e＿a）；
　y＝k（－1）＾alp＊n＾（1－alp）＊exp（－alp＊（gam十e＿a））；
　Y＿obs／Y＿obs（－1）＝dA＊y／y（－1）；
　P＿obs／P＿obs（－1）＝（P／P（－1））＊m（－1）／dA；
　end；
　3）　観測データとその変換
　varobs　P＿obs　Y＿obs；／／／P＿obsはGDPデフレータ，　Y＿obsは実質
GDP
　observation＿trends；／／観測データの持つトレンドを宣言
　P＿obs（lo9（mst）－gam）；
　Y＿obs（gam）；
　end；
　unit＿root＿vars　P＿obs　Y＿obs；／／単位根を持っている観測データの宣言
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4）　初期値の設定
initval；／／初期値の設定
k＝6：m＝mst；P＝2．25；c＝0．45；e＝1；W＝4；R＝1．02：d＝0．85；
n＝0．19；1＝0．86；y＝0．6；dA＝exp（gam）；
end；
5）　定常状態の計算
steady；
6）　パラメータの推定
estimated＿params：／／パラメータの事前分布の宣言
alp，　beta＿pdf，0．356，0．02；
bet，　beta＿pdf，0．993，0．002；
gam，　norma1＿pdf，0．0085，0．003；
mst，　norlnaLpdf，1．0002，0．007；
rho，　beta＿pdf，0．129，0．223；
psi，　beta＿pdf，0．65，0．05；
del，　beta＿pdf，0．01，0．005；
stderr　e＿a，　inv＿gamma＿pdf，0．035449，　inf；
stderr　e＿m，　inv＿gamma＿pdf，0．008862，　inf；
end；
estimation（datafile＝dat　3，nobs＝182，loglinear，mh＿replic　＝2000，
　mode＿compute＝6，mh＿nblocks＝2，mh＿drop＝0．45，mh＿jscale＝0．65）；
　本研究は文部科学省科学研究費補助金（基礎研究（B），課題番号22330090）「多地
域モデルによるDSGE財政政策の評価」から支援を受けたものである。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　《注》
（1）　こうした点に関する邦文の資料としては加藤涼（2007），矢野（2008），福田・
　　溜川（2009）などが参考になる。
（2）本稿のモデルはNason　and　Cogley（1994），　Schoefheide（2000），　Griffoli
　　（2009）などに依拠している。
（3）Cooley　and　Hansen（1989）など参照。
（4）　均衡解の導出では消費者の意思決定問題だけをとりあげ，企業と金融機関の
　　最適化問題のうちその制約条件だけを利用する。
（5）各変数は非定常であり，その源泉は技術進歩と貨幣増加率にあると考える。
　　但し，人口増加率を0と仮定するとN，は定常になるので，トレンドの除去を
　　行わない。なお1，は投資である。
（6）以下，松原（2008），古谷（2008），照井（2010）などを参照した。
（7）正規分布のパラメータのベイズ予測にあっては，期待値については事前分布，
　　尤度ともに正規分布が，分散については事前分布に逆ガンマ分布，尤度に正規
　　分布が仮定されることが多い。
（8）
（9）
（10）
（11）
　　タでは1980年以降の110程度のデータ数しか確保できないため，
　　データが得られる68SNAのデータを選択した。
（12）　図3の値は今期の値を前期の値で除したままのグロスの率である。
（13）ベイズ推測では高確率密度区域（HPD）を設定し，その領域の中で期待値
　　や信頼区間を計算するため，単純に分布のピークを通る値が平均値となるわけ
　　ではないことに注意。詳細は照井（2008）参照。
（14）　モデル設定についてはMcCandless（2008）を参考にした。
（15）標準偏差の値の設定についてはMcCandless（2008）を参照されたい。
松原（2008）による。
大森・和合（2005）による。
詳細については古谷（2008），照井（2010）を参照されたい。
実質GDP，　GDPデフレータとも68　SNA基準のデータである。93　SNAデー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　より多くの
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